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<教授用資料>
観点別特色
教科書名：Revised BIG DIPPER English Communication Ⅱ（104 数研 コⅡ341）

Ⅰ 内容
本教科書の編修にあたっては，学習者が日常的・社会的な話題を通じて人間性や社会性を育むことができ，かつ「コミュニケーション英語Ⅰ」で培った英語の運用能力を更に伸ばし，英語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を伸ばすことができる内容・構成となっている。

１．題材は学習者に親しみやすく，かつ学習者の生きる力を育成する内容豊かなものである。

２．言語活動においては「コミュニケーション英語Ⅰ」とのスムーズな連携を考慮，また，確かな定着を目的として反復活動を重視している。

３．題材を学習するにあたっては，「読む」「聞く」「書く」「話す」の４技能を有機的に関連させる活動が設けられている。

４．読んだり聞いたりした内容について，学習者自身の意見を引き出したり，学習者同士で意見を述べさせたりする活動があり，学習者が積極的に授業に参加できる。

５．「言語の働き」に重点を置いたFunctionの中で，具体的な使用場面を設定するなど，積極的にコミュニケーション活動が展開できるようになっている。

Ⅱ 全体の構成
１．前見返し
・Lesson 9 で取り上げたPierre de Coubertinのことば。「人生において重要なのは，勝つことではなく，よく戦うことだ」という若者を励ますメッセージ。
２．本課
・見開き構成で本文と活動がまとめられており，運用計画が立てやすいよう配慮されている。

A. 導入ページ

・Your Goal!：語い・文法・機能表現・内容の観点でその課の学習目標がわかるよう工夫されている。
　・Warm Up：1. 音声を聞いて，内容に合致する写真などを選ぶ問題。

　　　　　　　 2. 写真などについてペアになって会話をする活動。

B. 本文ページ

・本文：写真・イラスト・図表などで適宜，本文内容を補足するよう工夫されている。

・脚注：本文理解の手助けになる代名詞や言い換えの確認が掲載されている。また，辞書の引き方や発音・アクセントの確認ができる。

・Hints for Understanding：ターゲットとなる文法事項の簡単な説明。図解が多用され，文法事項のイメージを得やすくなるよう配慮されている。
・Read It Through：本文理解を確実にするための内容把握問題。設問(A)のT/F問題で本文の概略を押さえ，多様な形式の設問(B)で本文の内容・形式に合った理解確認ができる。
・Let’s talk：本文内容に関連した話題で自己表現ができるペアワークの活動。活動の負担を配慮し，対話の型が示され，ヒントも多く提示されている。

C. 課末ページ

・Vocabulary Building：英語のヒントから各パートの新出語を見つける活動。ゲーム感覚で楽しく取り組みながら，本文の内容を思い出す手助けにもなるよう工夫されている。

・Summary：本文全体の要点をまとめる活動。図表・年表・文章によるまとめなど，本文内容に応じた形式になるよう工夫されている。

・Active Study：本文の内容を発展させる調べ学習・発表などの活動。授業進度に応じて扱えるよう配慮されている。
・Review：文法事項のまとめ。適宜空所を設け，主体的な学習になるよう工夫されている。

・Drills：Reviewで扱う文法事項の練習問題。Reviewの解説項目[A][B][C]に合わせた項目対応大問となっており，ひとつの文法項目に集中して取り組めるよう配慮されている。また，指示文はすべて英問になっており，英語で授業を進められるよう配慮されている。
※Lesson 3までは，コミュニケーション英語Ⅰで学習した主な文法事項が復習できるように構成されている。１レッスンの長さも600 wordsまでに抑えられていて，コミュニケーション英語Ⅰからのつながりに配慮されており，行事などの多い１学期でも無理なく進めることができる。
３．Acting Out

・Lesson 4 の後に用意されたActing Outは，英語劇の素材として利用することができる。
４．Reading

・愛する者を失う悲しみと，想い出を糧にそれを乗り越える仲間たちの心癒されるフィクション。課末にはActive Workとして，物語を読んだ感想などをグループで話し合う活動が用意されている。
５．Function
・本課2 lessonごとに5回設けられた，機能表現を学ぶ課。listening, speaking, writingなど四技能をバランスよく使いながら有用な機能表現が学べるよう工夫されている。 

６．巻末
・Your Goal! 一覧：本課導入に掲載した課の目標一覧。授業計画を立てる際に役立つ。
・Grammarのまとめ：各課ReviewやFunctionで扱う文法表現の一覧。文法項目別に並べ替えられており，参照しやすい。
・Functionのまとめ：Functionの課で扱った表現を役割別にまとめてあり，参照しやすい。

・Useful Idioms：本課脚注で扱った成句のまとめ。アルファベット順に並べ替えられており，参照しやすい。
・Word List：本課・Acting Out・Readingで扱われた新出語が初出のページと共に示されている。

７．後ろ見返し

・つなぎ表現／単語の成り立ち：文[節]同士の関係を示すdiscourse markerを意味ごとにまとめて掲載。また，単語の意味を推測するために役立つ接頭辞・接尾辞を意味ごとにまとめて掲載しており，英語での授業に役立てられるように配慮している。
Ⅲ 表記・表現及び使用上の便宜
・下記のマークにより，各活動の種類がわかりやすい：
*リスニング問題には「耳」のマーク

*ペアワークやグループワークなどの話す活動には「2人で話し合う」マーク

*ライティングの問題には「ペン」のマーク
*調べ学習には「文書」のマーク
· 新出語は脚注ではなく傍注に示してあるため，本文を追う目の動きに沿って確認することができる。
· 脚注は指示語の確認(１段目)，イディオム＋辞書・音声指導の実践(２段目)，固有名詞等の語句注(３段目)に分かれている。イディオムには辞書で引くべき見出し語に＊印が付いており，学習しやすい。
· 判型・その他：B5変形型で紙面をゆったりととり，写真やイラストを効果的に提示している。
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